
新出単語・フレーズ （第 9回） 

日本語 品詞 英単語・フレーズ 例文 

(1) 初め / 始まり 【名（可算）】 beginning 
He explained it at the beginning of the meeting.  

（会議の初めに彼はそれを説明しました） 

(2) 目的 / 意図 【名（可算）】 purpose 
What is the purpose of your visit?  

（あなたの訪問の目的は何ですか？） 

(3) 指導員 / コーチ 【名（可算）】 coach 
Is he your coach? 

（彼があなたのコーチですか？） 

(4) 調査 / アンケート 【名（可算）】 survey 
Who made this survey? 

（誰がこのアンケートを作ったのですか？） 

(5) フォーマット / 型 【名（可算）】 format 
I need to see the format.  

（私はフォーマットを見る必要があります） 

(6) 紳士 / 男の方  【名（可算）】 
gentleman 

（複数：gentlemen) 

Who is that gentleman?  

（あそこの紳士は誰ですか？） 

(7) 真夜中 （午前 0時） 【名（可算）】 midnight 
She came back at midnight.  

（彼女は真夜中に帰ってきました） 

(8) 親切 / 優しさ / いたわり 【名（可算）】 kindness 
Thank you for your kindness.  

（あなたの優しさに、ありがとう） 

(9) 海 / 海の 
【名（可算）】 

【形】 
(1)sea 

I like to swim in the sea.  

（私は海で泳ぐのが好きです） 

(10) 尊敬 / 尊敬する 

【名（不可算）】 

（a respect の形もある） 

【動】 

respect 
You need to respect other people.  

（あなたは他の人を尊敬する必要があります） 

(1) 名詞で使われる場合、通常 the sea の形となる。また、シーフードは、seafood と一語となる。 

 

 



日本語 品詞 英単語・フレーズ 例文 

(11) 主張する / 要求する  【動】 (2)claim 
He claimed that the car is his.   

（彼は、車は彼のだと主張しました） 

(12) 破壊する 【動】 destroy 
It destroyed the whole city.  

（それは市の全てを破壊しました） 

(13) （建物・工場など）位置する / 設立する/ 

    場所を突き止める  
【動】 locate 

They located their store near the library.  

（彼らは、彼らのお店を図書館の近くに設立しました） 

(14) 完了する / 仕上げる 【動】 complete 
When did you complete it?  

（あなたは、いつ仕上げたのですか？） 

(15) プロの / 専門の 【形】 professional 
He is a professional baseball player.  

（彼はプロの野球選手です） 

(16) 傑出した / 実にすぐれた 【形】 outstanding 
His painting is outstanding.  

（彼の絵は傑出しています） 

(17) 協力的な / 協同の 【形】 cooperative 
We need to be cooperative.  

（我々は協力的でいる必要があります） 

(18) その土地固有の /  

（言語の）ネイティブ・母国語として話す 
【形】 native 

Is he a native English speaker? 

（彼は、英語のネイティブですか？） 

(19) しかしながら / けれども 【副】 (3)however 
I like it. However, I can’ t use it.   

（私は好きです。しかしながら、私は使えないです） 

(20) ～を誇りに思う ― be proud of ~ 
I’m so proud of you.  

（私はあなたを誇りに思います） 

(2) 日本語で言う「（お店などのサービスに対して）クレームを言う」という場合、主に使われるのは claim ではなく、主に complain となる。 

(3) but のような使われ方だが、文頭でHowever, の形で用いられることが多い。 
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